

























常に重要になっ います︒建学の精神というものをどのように捉えるのか︑現在 どう活かすのか︒本学でも昨年︑グランドデザイン委員会というものを設けまして︑あらためて建学の精神を見直すということにいたしました︒ところが︑これが非常に難しい︒なぜ難しいかというと︑学祖から直接話を聞く とは︑当然できないわけですね︒残された書物から類推する以外にないわけ す︒そうすると解釈というこ をせざる 得ないわけですが︑人によって解釈が様々で︑本来ならば一致団結して実践女子大学を盛り上げようと意図したことなんですが︑あには んや︑意見 相違ししまって︑正直言って喧嘩腰 激論 闘わせるとい
う羽目になって













ように原点 しての建学の精神︑そして学祖というものを見直して︑あらためて立ち返ろうとしているのか︒それにはおそらく︑社会経済構造の変化︑少子化やグローバル化によって︑研究教育機関としての大学 あり方や︑意義が問われるようにな きているこ も︑もちろん関係していると思いま ︒ た︑大学の評価を行っている公益財団法人大学基準協会 いう組織がありまして︑そこが﹁大学は︑その理念に づき︑人材育成の目的︑その他の教育研究上の目的を適切 設定し 公表しなければならない﹂ ﹁大学は︑そ 理念・目的をふまえ ︑適切 教育研究組織を整備しなければならない﹂など その大学の理念・目的をはっきりさせることを求めているということも︑ 由の一つとしてあると思います︒ただ 現在 このような流れというのは︑
9 下田歌子研究所シンポジウム「学祖研究の現在」
そういう外からの求めや要請だけでは説明できない面もあるように思います︒
下田歌子研究所を昨年四月に立ち上げました目的の一つにも
学祖研究ということがあるわけですが︑本日のシンポジウムでは各大学で学祖研究を進めてこられた先生方をお招きして︑それぞれの は どのように進めて︑そこから何を学
び︑それをどのように現在に活かそうとしているのかという﹁学祖研究の現在﹂をめぐる諸問題について考えていきたいと思っております︒
それではここから各先生のお話を伺っていきたいと思います︒
はじめに下田歌子研究所所長の湯浅茂雄先生︑どうぞよろしくお願いいたします︒
